「森林水文若手研究者の会2006」のお知らせ
この度、2006年1月28日(土)に第2回愛知演習林シンポジウム－緑のダム研究の最前線と市民・行政・研究者の協働－が東京大学愛知演習林を中心とし、開催されます。この会にあわせて、森林水文若手研究者の有志で、翌1月29日（日）に、森林水文分野を中心とした若手研究者の交流会を企画しました。森林と水のことを考えてる方、年齢のみならず気持ちが若い方に、どしどし参加していただきたいと考えています。

ここ数年、森林や水循環に関する研究分野に対して、社会的要望も高くなり、より明確な森林資源や水資源管理を軸とした研究が求められるようになりつつあります。また、科学として森林水文研究の方向性をより明確にし、今後日本国内はもとより世界に発信する学術研究を行う必要もあります。このためには、森林水文分野はもとより、関連分野で活発な活動に取り組んでいる若手を中心とし、現在の研究の問題点や今後の進むべき方向や課題などについて、議論や意見交換を行うことが大切であると考えました。

特に今回の研究会では、「森林水文で最近ホットな話題」というテーマで、話題提供をしていただくと共に、話題提供に関連したテーマでのグループ討論を行います。分野を問わず、いろんな人とフランクに話ができる数少ない機会です。学部・院生問わず、有意義な場となること間違いなしです！
日時：　2006年１月29日（日曜日）９時から１５時３０分

場所：　東京大学愛知演習林、赤津宿泊施設

参加費：無料　（ただし、宿泊費や懇親会費などは参加表を参照）

話題提供とテーマ
（１）内田太郎（国交省国土技術政策総合研究所）

「森林斜面の雨水流出機構の解明に関する研究の進展と課題」
（２）久米　篤（富山大学理学部生物圏環境科学科）

「植物と水　根の深い話」
（３）田中広樹（名古屋大学地球水循環研究センター）

「新たな観測手法の開拓～例えば、地表面フラックスの場合～」

（４）根岸淳二郎（シンガポール国立大学地理学科）

「現象の不均一性から流域撹乱の影響を考える」
スケジュール

８時半～　
愛知演習林　赤津宿泊施設で受付
９時～　

若手会の趣旨説明など

９時１５分～　
愛知演習林白坂試験流域の沿革
９時３０分～
話題提供（１件約２５分）と質疑応答
１１時４５分～
グループ討論の趣旨説明
１２時００分～　
昼食
１３時００分～　
グループ討論
１４時００分～
グループ討論

１５時００分～
まとめと総括、解散(15時半ころ)

参加を希望される方は12月31日までに担当の五味まで、メール・FAX・郵送にて、「参加希望票」をご記入の上、お送り下さい。

その際、28日の宿泊希望、29日の昼食の有無、シン28日のポジュウム終了後の移動交通手段などについてお知らせ下さい。また、28日の宿泊は、先着順で30名までが愛知演習林赤津宿泊施設の利用となり、30名を超えた場合はサンパレア瀬戸への宿泊となることをご了承ください。
関連情報

第２回愛知演習林シンポジュウムと愛知演習林：　http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/aichi/
サンパレア瀬戸：http://www.ailabor.or.jp/sunparea/
*******************************************
若手会幹事

五味高志（JST/京大）、芳賀弘和（JSPS/山梨大）、廣瀬茂樹（九州大）、鳥羽　妙(名古屋大)、田中延亮（JST/東大）
*******************************************

E-mail: gomi@slope.dpri.kyoto-u.ac.jp
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参加表

1月28日の宿泊および29日の昼食のご案内

28日シンポ会場での懇親会終了後
東大愛知演習林赤津宿泊の場合（最大３０名まで）

一般￥５０００（宿泊費＋朝食代＋2次会費）
　　　　　　　　

学生￥３０００（宿泊費＋朝食代＋2次会費）
サンパレア瀬戸宿泊の場合　　

一般￥５０００（宿泊費＋朝食代＋2次会費）
学生￥３０００（宿泊費＋朝食代＋2次会費）
＊サンパレア瀬戸への宿泊アレンジや部屋割りなどは当方で行います。

　　
１月２９日の昼食（弁当）

一律１０００円
　
＊当日申し込みは原則として受け付けておりません。
＊上記の金額は２８日の受付で一括徴収させていただきます。できるだけお釣りのないようにご準備ください。

＊２８日のシンポジウム終了後の懇親会（会場：瀬戸蔵）の申し込みについては、別途シンポジュウムのホームページ（http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/aichi/）からお申し込みください。
＊２８日シンポジウムと懇親会終了後の赤津宿泊施設やサンパレア瀬戸への移動では、公共交通機関がありません。自家用車など自力で宿泊地に来られるかどうかお知らせ下さい。自力でこれない場合は、当方で乗り合いなどの交通手段のアレンジを行ないます。
＊参加表に関しては、各大学や研究室で取りまとめて送付していただくと助かります。
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
参加票　　　　　　　　　　　　　森林水文学を考える若手の会2006に参加します。
氏名（ふりがな）：

所属：

メ－ルアドレス：

現在行っている研究・業務や興味のある事のキ－ワ－ド（３つ程度）：

現在行っている研究のタイトルなどあれば：

現在行っている研究の場所などあれば（市町村名や流域名など）：

自分の研究についての資料や論文などあれば、その引用：

興味のある話題提供の番号（２つ程度）：

1月28日（土）　宿泊：
　
希望する　


希望しない

1月29日（日）　弁当：　

希望する

　
希望しない

28日のシンポ会場からの交通手段：
自家用車など自力　　

アレンジ希望　　

身分：



学生です


学生ではありません

参加票送付あて先：〒611-0011　京都府宇治市五ヶ庄　京都大学防災研究所地盤災害研究部門

（E-mail: gomi@slope.dpri.kyoto-u.ac.jp ;  FAX: 0774-38-4118 ）

*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
